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全般に関わる質問

Q.回収した調査票はそちらに送っても良いのか。

A.Repoboxに登録の上提出してください。

Q.データを紛失した。

A.再ダウンロードをお願い致します。

Q.サイトがブロックされて調査票をダウンロード又は
アップロードできない。

A.所属事務所等のセキュリティシステムが原因の可能
性があります。セキュリティシステムがダウンロードを
阻害している場合は弊社にお問い合わせ下さい。
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全般に関わる質問

Q.地方自治体で土地改良工事をしたのだが、ダウン
ロードする調査票は農水でいいのか。

A.配布されている封筒に記載されていますので、ご確
認下さい。

Q.調査票エクセルデータのパスワードを教えて欲しい。

A.改ざん防止及び調査票破損防止のためシートのパス
ワードはお伝えできません。

Q.対象工事か分からない。

A.弊社までご連絡下さい。その際は工事名、５ケタの
整理番号（１建設､２港湾､３空港､４農水､５下水､７高
速､８都市）を教えていただく必要があります。

Q.対象工事が不調になった。

A.整理番号を確認の上、弊社までご連絡下さい。
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全般に関わる質問

Q.操作が正しいのに関数部分の入力値が反映されない
（各シート共通）。

A.数式タブの計算方法が「手動」になっていないか確
認して下さい。「手動」の場合は、「自動」に設定し直
し、「再計算実行」を行うと反映される場合があります。

Q.チェックリストはどこに“○”をつけるのか。
A.発注者欄の該当箇所です。
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『工事情報』シート

Q.工事請負者選定の工事種別とは何か。

A.発注時に工事請負者を選定する際の工事種別
（一般土木工事等）であり、積算工種ではあり
ません。
該当が無い場合はその他を選択し、具体的工種
を記入して下さい。
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『工事情報』シート

Q.契約工期にエラーが出る。

A.当初工期末日付より最終工期末日付が前（工
期の短縮）になった場合にエラーが表示されま
す。
当初工期（至）の日付に最終工期（至）の日付
を記入して下さい。
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『一般事項』シート

Q.設計書コードとは。

A.該当工事の設計書に記載されている番号を確
認してください（設計書右上に数ケタの番号で
記載されている機関が多いです）。
※契約番号では無いので注意が必要です。
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『工事費』シート

Q.直接工事費の合計額と内訳が一致しない。

A.四捨五入の関係で相違がある可能性がありますので確認し
て下さい。合計金額に合うように調整してください。

A.内訳と合計の差が大きい場合は、直接工事費に共通仮設費
の積上分が含まれている可能性がありますので、確認して下さ
い。
例）（1）材料費に工場製作分が含まれている。

また、（3）労務費に交通誘導員が含まれていないか確認して
下さい。（交通誘導員は、労務費の内数となっています。）

A.（7）施工パッケージについては、直接工事費に金額が反

映されないため（内数のため）、設計書から材料費、労務費、
機械器具等損料が割り出せる場合はそれぞれの項目へ入力し、
分解が出来ない場合は（７）その他へ含めます。
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『工事費』シート

Q.共通仮設費積算対象金額が自動計算値と合わない。
。

A.設計書の共通仮設費積算対象金額と、調査票の自動計算値
は通常一致しますが、単価合意等を行っていると一致しない場
合があります。入力に間違いが無ければ、「確認」シートの理
由欄にその旨を記載して下さい。

A.自動計算値がマイナスになる場合は、管理区分別費用に工
場製作費に関する費用が含まれている可能性があります。これ
らが含まれていると、共通仮設費対象金額が減り、結果マイナ
スとなります。工場製作関係の費用は含めないようにして下さ
い。

基本的にこの
２つの項目は
数字が一致or
近似します。

確認
シート
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『工事費』シート

Q.施工パッケージ型積算の材料費など内訳はどうすれ
ばいいか（施工パッケージの欄がない）。

A.市場単価又はその他に振り分けます。チェックシートで元
請の実績額と積算額で大きなズレが生じる場合がありますが、
その場合は確認結果欄に理由を記載して下さい。

チェック
シート
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『工期』シート

Q.設定作業日数とは何か。

A.当初及び最終時に作成した工程表を確認してください。
（参考図を参照）

工事着手日

（共通仕様書）

実作業着手日
（直接工事費に計上されている

工種・種別・細別の現地着手）

工事着手30日以内

（現場事務所、測量に着手）

工事始期日

今回調査における

「準備期間」

実作業 今回調査における

「後片付け期間」

後片付け着手日
（直接工事費に計上されている

工種・種別・細別の現地完了）

完成日

「準備期間」「後片付け期間」の考え方

工 期

契約日

参考図
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『工期』シート

Q.余裕期間をNOにするとエラーが出る。

A. NOにすると以下入力不要と表示されます。内容を入力して

いた場合は削除して下さい。
「以下入力不要」の文字が途中で切れてしまう場合があります。
入力不要の文字が途中で切れてしまっても、問題が無いため、
そのまま進めて頂いても、結構です。

※２０１９年２月１日以前にダウンロードしている場合に表示
されます。（現在の調査票は修正されています。）
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『工期』シート

Q.検査期間を設けたのだが、工期に含めるのか。

A.工事の検査期間は工期から工期日を入れて14

日以内の行うことになっており、年度末工期以外
は工期前完成を除き、工期より後に検査を行うた
め、工期に含めません。年度末工期の場合及び工
期前完成の場合は工期内に検査を行う場合がある
ため、工期に含まれる場合があります。

Q.休日の内訳の記載方法は。

A.通常工事であれば、工事期間のカレンダーを
参照します（維持工事では「0」になる場合もあ
ります）。
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『施工環境』シート

Q.センサス番号は何を書くのか。

A.代表区間の道路交通センサス番号（11桁）を記

載して下さい。市町村道で道路交通センサス番号が
無い場合には、交通量→0台 センサス番号→無し
と記載して下さい。
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『施工環境』シート

Q.供用形態とは。

A.「工事場所が現道上、あるいは現道の側で、交

通規制を伴う一般交通の影響を受けた。」で
「 YES」を選択した場合に記入する項目です。『車
線の形態』、『供用形態』及び『最新道路交通セン
サスにおける日交通量』、『交通規制方法』を記入
します。
『供用形態』には記入例のように、『2/4車線』、
『 1/2車線』『片側２車線』などを記入して下さい。
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『二次製品』シート

Q.ここに挙げるべき二次製品とは何か。

A. 1〜31までに該当する二次製品（別途計上の工場

製作品以外）です。

A.上記に該当しないもので率計上の対象としている
金額の大きな特注品を記入して下さい。
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『準備費』シート

Q.維持工事の場合はどうするか。

A.工種に拘わらず、該当する内容について記入を
お願いします。
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『積算方式』シート

Q.どのような場合に記入が必要なのか。

A.対象工事の発注形式に則って記入して下さい。（無
ければ「×」を記入して下さい）。
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『確認』シート

Q.共通仮設費の金額が自動計算と合わない。

A.入力に間違いが無い場合で、自動計算結果と合わな
い場合は、理由回答欄に理由を記載して下さい
※2工種以上の複合工事、積算システム上項目がない場
合や、積算年度が違うと自動計算と合わない場合があ
ります（調査票はあくまで単一工種及び年度での数式
である為）。
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『チェック』シート

Q.要確認について。

A1.各項目の積算額と実績の金額差が大きいと表示さ
れる。対処については元請担当者にヒアリングを行い、
間違いがある場合は、元請調査票の修正を指示してく
ださい。
また、確認の結果間違いがない場合は、その内容を確
認欄に記載して下さい。

A2.下請者については、一般管理費の金額が大きい
（工事価格に対して＋20％以上）と要確認が表示され
るので、入力漏れが無いか確認して下さい。
+20％を超える場合は計上漏れの可能性があります。計
上漏れがある場合は、元請調査票の修正を指示してく
ださい。

A3.共通仮設費に関連する項目で表示された場合同
シート内の元請ファイル実績金額で、率分と積上の内訳
が誤っていないか確認する（積上げが全て０になってい
ないか、率分のところを積上げに計上していないか確認
する）。


